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ク北西部の農村的土地利用の地域差を指摘した。 Guillet (1981) はアンデス山脈の農村的土地





畠(1994 b) は奈良県三郷町の土地利用とその変化を報告した。北畠(1995) は大阪平野の南








研究対象地域は高知県である。面積 7， 104 km2，四国 4 県中最大であり，全四国の面積の 4
割近い。地形は84.3%を山地が占め，低地は 5.7%に過ぎない。可住地面詰k m35km2，県
(1) 建設省国土地理院『全国都道府県市区町村別面積調』による 1994年の総面積より，農林水産省『林



















自治省行政局『住民基本台帳人口要覧』によると， 1994年 7 月末日の高知県の人口は829， 719
である。そして，国土庁『過疎対策の現況~(1993年〉では，県内の過疎地域面積は4， 534 km 2, 
64.0%に当たり，過疎地域の居住人口は 167， 000 で，全県人口の約 5 分の l に達する。四国の
他県と比較すると，高知県の人口は最少である。そして，近年の人口増加率・自然増加率・社
会増加率の総てが，他の 3 県より低L 、。一方， 1994年の老齢人口率は非常に高く，年少人口率
は極めて低い。出生率は最低，死亡率・完全失業率は最高であり，人口集中地区が県域に占め
る割合，人口密度・性比人口は全国でも最少である C~国勢調査~ 1985 ・ 1990年〉。他方，世帯
数の増加は急速で， 1 世帯当たり人員は最少であり，少家族化が急進している(厚生省『人口
動態統計~ 1985 ・ 1990 ・ 1995年〉。加えて， 2000 年， 2010 年の将来人口は，人口減少と老齢化
が急速に進行すると推計されている(厚生省『都道府県別将来推計人口~ 1992年)。
1994年の高知県の地方財政歳入総額は5， 988億円，地方財政歳出総額は5， 815億円であり，と
もに全国34位である。(地方財務協会『地方財政統計年報~ 1995年〉。 また， 1992年の高知県
の行政投資額は4， 101億円で， 1 人当たり投資額は502， 000円となり全国 3 位である(地方財務
協会『行政投資~ 1994年)0 1990年の労働力人口は 422， 000，労働力率は 62.2%， 1985~1990 
年の労働力人口は-1. 5%で，鹿児島・島根の両県につぐ著しい減少である C~国勢調査~ 1985 
・ 1990年〉。 また， 1994年の農業組生産額は 1 ， 453 億円(全国29位〉で，農業先進県でもない。





(2) 過疎地域が初めて定義されたのは， 1970年 4 月に施行された過疎地域対策緊急措置法で， 現在は




産省『漁業・養殖業生産統計年報JI 1993年〉。一方， 1993年の主要工業は，電気機器(17.0%) ，
一般機械(13.0%)，窯業・土石(12.5%)，食料品 (11.6%)，パルプ・紙 (8.4%)，その他
で，製造品出荷額は 7， 022 億円， 1980""'1993年の聞に漸増したが，沖縄についで全国 2 番に低
い(通商産業省『工業統計表JI 1993年〉。また，高知県土木部『平成 5年及び 6年の都道府県
地価調査結果』によれば，県域内の林地を除く基準地 300 地点の 1993""'1994年の地価動向は，
18か所で0.1%以下の下降， 241か所 (80.3%) で変動なし， 41か所で0.1%以上の上昇をみた。
3 .研究資料・方法
(1)土地条件に関しては，建設省国土地理院『地形図JI 5 万分の 1 í須崎J (1958年)・「会
き てい むろとみさき
芸J (1960年〉・「手結J (1960 ・ 1972年〉・「室戸岬J (1960 ・ 1979年〉・「伊野J (1961 ・ 1973年〉
・「高知J (1961 ・ 1978年〉・「土佐長浜J (1962年〉・「土佐清水J (1962年〉・「大栃J (1966年〉・
「川口 J (1978年)・「宿毛J (1982年)，建設省国土地理院『地形図JI 2 万 5 千分の 1 íJII 口」
(1971年)・「伊野J (1972年〉・「土佐長浜J (1973年〉・「須崎J (1974年〉・「土佐高岡J (1975 
おおぽけ 畠Lずり
年〉・「阿波川口 J (1977年〉・「大歩危J (1978年〉・「羽根J (1978年〉・「高知J (1978年〉・「足摺
晶さき
岬IJ (1981年〉・「土佐清水J (1981年)，および，国土庁土地局国土調査課『土地分類図<高
知>20万分の 1 J1・『土地分類図付属資料<高知>JI (1972 ・ 1974年)などを基礎資料として，
計測・判読した。
(2)土地利用ほかに関しては，高知県土木部『土地利用動向調査JI (1994 ・ 1995年)，三省堂
『日本地名事典<改訂版>J1 (1987年)，国土庁『過疎対策の現況JI (1993年)，自治省行政局
『住民基本台帳人口要覧JI (1994 ・ 1995年)，農林水産省『漁業・養殖業生産統計年報JI (1993 
年〉・『農林水産統計速報JI (1995年)，総務庁統計局『国勢調査報告JI (1960 ・ 1970 ・ 1980 ・ 1990
年〉・『推計人口 JI (1993 ・ 1994年)，厚生省『人口動態統計JI (1985 ・ 1990 ・ 1995年)ほかを資料
とした。そして，農山村的土地利用は安芸郡北川村，都市的土地利用は高知市に注目し， 1995 














注) 1.西土佐村 2. 十和村 3. 大正町 4. 構原町 5. 東津野村
7. 中土佐町 8. 仁淀村 9. 吾川村 10. 池川町 11.本川村
13. 大川村 14. 土佐町 15. 本山町 16. 大豊町 17. 物部村


















(3) 高知県西部，四国山地西縁の不入山 (1 ，336 m) 付近に発して数度転流したのち，中村市下回で土
わたりがわ












中には高知県下で1990"'-'1995年の聞にも， 5.0% 以上の人口減少が起きた 7 行政区のうち，東
洋町を除く 6 行政区(本山町・大豊町・大川村・本川村・樟原町・仁淀村〉が含まれてい 5










(1 , 058 m) ・鈴ケ森 (1 ， 054 m) などの山頂を中心にして，中起伏山地が分布する，南西山地
の高幡山地・大野見山地。四万十川中流域の小起伏山地である北幡山地。四万十帯の野々川層
を基盤とする中起伏山地の幡多山地などが続いている。
山地の卓越地域を行政区別にみると，安芸市は面積 319 km2，その 92.8% は山地である。
山地の 4 割 4 分は大起伏山地，そして中起伏山地・小起伏山地が各 2 割 4 分前後で，残りは山
麓地，砂疎台地，段丘地(上位・中位・下位)，扇状地性低地，自然堤防・砂州などである。
300以上の傾斜地は市域の 56.7% を占め，県下 9 市のうち最も多い。北川村は面積 197 km 2, 
うち山地は95.9%である。そのために傾斜300以上の地域は村域の 56.3% を占めている。山地
の 5 割 1 分は中起伏山地であり， 4 割 2 分は大起伏山地，残り 7 分程が小起伏山地と山麓地で
ある。馬路村は面積 165 km2，傾斜30 0 以上の地域が村域の41. 8%を占め，村域の94.5%は山
地である。それは安田川・奈半利川の源流の安芸山地であり，北を物部川・那賀川によって限
あかぎおやま じんきちがもり
られ，徳島県境に赤城尾山(1， 436 m) ・甚吉森(1， 423 m) ・貧困丸(1， 018 m) ・野根山など
が並ぶ。I1j地の 5 割前後は大起伏山地で， 4 割 1 分が中起伏山地，残る 8 分余が小起伏山地で
ある。物部村の面積は 291 km2 で，その97.6 %は山地である。傾斜 300 以上の地域は村域の







985年には7.4%減少した。面積は 134 km2，うち 128 km2, 95.5% は山地である。しかし急
傾斜地は比較的少なし 300以上の傾斜地は町域の36.6%，傾斜20"-300の地域は町域の41. 0%
である。山地の 6 割強は大起伏山地で，中起伏山地と小起伏山地は各 2 割前後である。しかし
吉野川上流域に極わずかに河岸段丘地(中位・下位)が認められる。大豊町は過去15年間人口
減少が続き， 1995年現在の人口は 7， 294 となった。特に1985"-1990年の聞は12.1%急減した。
面積は 321 kmヘその98.4%は山地であるが，急傾斜地は比較的少なし傾斜20"-30 0の地域が




以上の地域はない。傾斜 20"-30 0 の地域は村域の54.1%である。山地のうちの 4 割強は中起伏
山地で，大起伏山地と小起伏山地は各 3 割弱である。土佐山村は面積 59 km2，その総てが山地
である。傾斜 300 以上の地域は村域の59.3%に達し，村全体が急峻な地形である。山地の 5 割
1 分は大起伏山地であり， 3 割 2 分が中起伏山地，残る 1 割 7 分は小起伏山地である。土佐町
は面積 211kmえ傾斜300以上の地域は町域の39.8% である。そして町域の94.5% は山地であ
り，その 4 割 9 分が大起伏山地， 3 割 2 分は小起伏山地で，残る 2 割弱が中起伏山地である。
そして吉野川支流の瀬戸川・地蔵地川流域に極わずかの砂擦台地・段丘地(下位〉が発達して
いる。なお， 1973年に完成した早明浦ダムがある。大川村は1980年以来人口減少が続き， 1995 
年の人口は691人である。特に1980"-1985年の間は17.1%の人口急減をみた。面積は 95 km 2, 
その93.7%は山地である。傾斜 30 0 以上の地域は村域の53.7%を占め，山地の総てが大起伏山
地である。しかし吉野川流域にわずかの砂疎台地・段丘地(中位)が認められる。本川村は早
明浦ダムの完成により，村の主要部が水没した。 1995年現在の人口は 990 人で， 1980年以来人
口減少が続き，特に1980"-1985年の聞は30.8%の激減をみた。面積は 208 km2，傾斜 300 以上
の地域が村域の59.1%，村域の97.1%は山地である。山地の 7 割 4 分は大起伏山地で，残りは
中起伏山地のために小起伏山地・山麓地などはない。しかし吉野川源流域にはわずかに砂疎台
地・段丘地が形成されている。
池川町は面積 142 km2，その 99.3%は山地である。山地の 9 割弱は大起伏山地で，傾斜300
いけかわがわ ももいがわ
以上の地域が町域の 69. 7% である。中起伏山地は 1 割程であり，池川川と用居川の河岸に 1
km2 前後の段丘地が発達している。吾川村は面積 84 km2，その91.7%は山地であり，山地の 9
割 6 分は大起伏山地である。傾斜 300 以上の地域が村域の 64.3% を占め，極わずかの中起伏
かえ
山地がある。仁淀川・加枝に発電所が立地し，河川・ダムの水面空間が 7km2 におよび，そ
れは村域の8.3%に当たる。吾北村は面積 162 km2，うち 98.8%は山地である。山地の 6 割は
かみやかわ




川が小規模な扇状地性低地 (2 km2，村域の1. 2%) を形成している。
中土佐町は面積 93 km2，山地はその90.3%である。大起伏山地はなく， 300以上の傾斜地は




減少をみた。面積は 236 km2，山地はその98.3%を占める。しかし山地の 2 割 1 分が大起伏山
地であるほかは， 1 割 6 分が小起伏山地， 6 割 1 分程が中起伏山地で，傾斜 30 0 以上の地域は
町域の 3 割前後である。そして樟原川河岸の砂操台地・段丘地が町域の 1. 3%，極わずかの扇
状地性低地がある。
大野見村は面積 100 km2，その 93.0%が山地である。しかし大起伏山地は少なし中起伏山
地が 4 割，小起伏山地が 5 割 5 分と比較的緩やかな山地である。そのために 300 以上の傾斜地
は村域の 2 割弱に過ぎなし、。ほかには砂疎台地と，松葉川の両岸に発達した段丘地(中位・下
位)が各2.0%，扇状地性低地が3.0%程ある。東津野村は面積 132 km2 • その97.0%は山地で，
山地の 8 割近くは大起伏山地・中起伏山地である。 30。以上の傾斜地は村域の 34.8%，船戸川
・北川の河岸には砂疎台地・段丘地(上位・中位)があり，その面積は村域の 2.3% で，残り
は極わずかの扇状地性低地がみられる。仁淀村は1980年以来人口減少が続き， 1995年の人口は
2， 927である。特に1980"-'1985年の聞は12.7%の急減をみた。面積は 106 km2，その 97.2% が
山地で，山地の 6 割 6 分が大起伏山地，他は中起伏山地である。 300 以上の傾斜地は村域の 4
割 4 分で，仁淀川支流の森川・岩屋川の河岸には，わずかに砂礁台地・段丘地が発達し，河川
の水面空間も比較的多く，村域の 2.0% を占めている。
大正町は面積 200 km2，その 98.0% は山地である。山地の 5 割 3 分は小起伏山地， 4 割 1
分は中起伏山地で，大起伏山地はわずかである。そのために 300 以上の傾斜地は町域の 3 割 2
分と比較的少なL 、。四万十川に榛原川が合流しその河岸には 2 km2，町域の 1.0% 程の段丘
地(中位〉が発達している。ほかに極わずかの大起伏丘陵地・小起伏丘陵地がみられる。十和
村は面積 164 km2 山地はその98.2%を占め，山地の 4 割 7 分が中起伏山地， 3 割 2 分が小起
伏山地であり，残る 2 割 1 分が大起伏山地である。 300 以上の傾斜地は村域の 4 割 2 分， 四万
十川の中流域に位置し， わずかの砂礁台地・段丘地(上位・下位〉がある。西土佐村は面積
248kmへその 94.8，%は山地で，山地の 5 割 5 分は中起伏山地，他は大起伏山地と小起伏山地
がほぼ半々である。 30。以上の傾斜地は村域の 3 割 8 分である。四万十川の中流域にあり，極
わずかの砂礁台地・段丘地(上位・中位〉 ・扇状地性低地が認められる。
以上，山地が卓越する行政区のうち，特に山地面積が98.0%を超えるものを摘出すれば，大












































注) 1.佐川町 2. 須崎市 3. 土佐市 4. 春野町 5. 高知市 6. 南国市
7. 野市町 8. 吉川村 9. 赤岡町 10. 香我美町 11.夜須町 12. 芸西村












大部分は鏡JII ・江ノ口川が形成したもので，低地の 3 割 1 分は扇状地性低地， 2 割 6 分は三角
州性低地， 1 割 8 分が氾濫原性低地であり，残りは自然堤防・砂州，埋立地・干拓地である。
南国市は香長平野にあり，面積 125 kmヘうち低地は 31.2%である。低地は主に物部川が形成





したもので，その 6 割 2 分は扇状地性低地， 2 割 6 分は氾濫原性低地で，残りは自然、堤防・砂
はげがわ
州である。土佐市の面積は 92 km2，うち低地は 21.7% である。低地の 8 割は仁淀川・波介川
が形成した扇状地性低地， 1 割は氾濫原性低地で，他は自然堤防・砂州である。須崎市は面積
136 km2, うち低地は11.8%で， それは湾奥に流入する桜川・押岡JII，湾口部に流入する新荘
川などが形成したものである。低地の 7 割近くは扇状地性低地，その他に三角州性低地と埋立
地・干拓地が各 1 割 2 分程あり，残りは極わずかの自然堤防・砂州である。東洋町の面積は
73 km2, うち低地は15.1%である。低地は野根川が形成した扇状地性低地が 9 割 1 分を占め，
他は総て自然堤防・砂州である。また，田野町の面積は 7km2，うち低地は 42.9%で，奈半
利川が形成した扇状地性低地が低地の 7 割弱，残りは自然提防・砂州である。安田町の面積は







が低地である。低地は香宗川・山北川が形成した扇状地性低地が 6 割 7 分，そして，氾濫原性
低地と自然堤防・砂州が各 1 割6分強である。野市町は面積 23 km2，その26.1%が低地であり，
その総ては物部川が形成した扇状地性低地で、ある。夜須町は面積 38km2，うち低地は10.5%，
その半分は夜須川が形成した扇状地性低地，他は氾濫原性低地と自然堤防・砂州が相半ばする。
吉川村は面積 5km2 その総てが低地であり，香宗JII ・物部川が形成した扇状地性低地が 6 割
強，他は自然、堤防・砂州である。春野町は面積 45km九その40.0%は仁淀川・長浜川が形成

















1980年以降の高知県の森林整備・保全事業をみれば，物部村光石 (143 ha) ・中村市香山寺 (28
ha) ・吾北村程野(120 ha) ・宿毛市荒瀬山 (47 ha) ・香北町大荒の滝 (19 ha) ・越知町大樽の
滝 (7ha) などで生活環境保全林整備が進行した。加えて，物質資源としても林地をとらえ，
特定森林地域開発林道，および，大規模林業圏開発林道などの整備も進展しており， 1973年以
降でも東津野城川線 (26.8 km) ・小田池川線 (50.2 km) ・清水東津野線 (67.4 km) ・池川吾
北線 (43.6km) などは好例である。さて，今日の日本林業は外材との競合により，市場価格







注) 1.西土佐村 2. 十和村 3. 大正町 4. 大野見村 5. 池川町






これらの行政区は， 3 つの隣接する行政区で結合し，おおむね高知県の東・北・西の 3 か所
に分布している。また，それを東から西へと順次みてゆけば，北川村は面積 197 km2，奈半利
川上・中流域の山村で，魚梁瀬国有林に隣接し，山林労働者が多い。林地は村域の92.5%，う
ち人工林が 7 割 2 分を占め，その大部分はスギ・ヒノキを中心とする針葉樹であり，広葉樹は
極わずかである。天然林は林地の 2 割 7 分で，その 4 分の l 弱は針葉樹，残りは広葉樹である。
未立木地は村域の 0.1% に過ぎないが，その中には牧草地が含まれている。馬路村は安田川・
奈半利川源流の安芸山地の深山・峡谷の村であり，年降水量 4， 000 mm の多雨地である。面
積は 165 km2，その 96.7%は林地で， うち人工林が 6 割 2 分であり，スギ・ヒノキ・モミ・ツ
ガの良材を産する。人工林のほとんどは針葉樹で，広葉樹は極わずかである。魚梁瀬国有林が





地の 5 割 7 分，そのほとんどは針葉樹で，広葉樹は極わずかである。天然林は 4 割強，その
73.2%は広葉樹，残りが針葉樹である。物部村には少しの未立木地と除地がある。大川村は吉
野川上流の山村で，吉野川が村の中央部を東流し，北には石鎚山脈がせまり，河岸段丘が発達
している。面積は 95 km2，その93.5%は林地で，スギ・ヒノキ・コウゾを産する。林地の 6 割
4 分は人工林であり，ほとんどは針葉樹である。天然林は 3 割 5 分，その総てが広葉樹であっ
て，未立木地・除地は少しである。本川村は吉野川源流域の山村で，江戸時代は本川郷とよば
れた隔絶地であった。面積は 208 km2，その97.4%は林地であり，スギ・ヒノキ・ミツマタを
産し，林地の 6 割 4 分が人工林，そのほとんどは針葉樹である。天然林は 3 割弱で， 8 割近く
が広葉樹，残りは針葉樹である。そして，極わずかの採草地と未立木地・除地がある。
池川町は仁淀川上流の農業の町で，付近の山村の市場町として，小規模な商店街もみられる。






地が散在している。林地は村域の92.6%，スギ・ヒノキを多産する。林地の 5 割 8 分は針葉樹
の人工林， 4 割強が広葉樹の天然林で，極めてわずかの天然林の針葉樹・未立木地・除地があ
る。大正町は四万十川上流の山村状の町である。面積は 200km2，その92 ， 2%は林地であり，
林地の 4 割強は国有林でスギ・ヒノキ・ツガの用材が多L、。四万十川に，北から樟原川が合流
てんぐもり





する地点には，中心集落(田野々)があり，市場町を形成している。林地の 5 割 2 分は人工林，




91.1%は林地で，スギ・ヒノキのほか，シイタケを産する。人工林は林地の 3 割 6 分，その総
てが針葉樹，天然、林は 6 割 3 分で，ほとんどは広葉樹である。したがって十和村の人工林は珍
しく，天然林の約半分程しかない。西土佐村も四万十川中流域の山村で，スギ・ヒノキ・クワ
のほかにシイタケを産する。林業依存の強い村であり，面積は 248 km2，うち林地は92.7% ，
その 4 割 8 分が針葉樹の人工林で，天然林は 5 割 1 分であり，わずかに人工林より天然林が多
い。そして天然林のほとんどは広葉樹で，極わずかの未立木地・除地がある。













らの農道整備事業では， 南国地区 (10.3 km) ・高知東部地区(13.8 km) ・高知西部地区 (5.5
km) ・高知西南 2 期地区 (7.6 km) などの広域営農団地農道の工事が進められた。そして，農
業・農村整備事業をみると， 10ha 以上の土地改良法によるものだけでも，県営・団体営・農
村総合整備モデル・農村基盤総合整備など，ほ場整備事業が合わせて39か所，合計面積 3 ，019.5
ha ， lか所平均面積 77.4 ha の規模で進捗しており，その中には1984年に窪川町で着工された，
県営ほ場整備窪川北部地区のように， 212 ha とし、う大規模なものもあり， 1995年現在， 84.6 
%が完成している。一方，最も小規模なものは，佐賀町の団体営ほ場整備熊井地区の 10 ha で
あり，これは1988年に完成をみた。
農用地造成事業をみれば， 1985年に着工した国営農地開発西南地区(中村市・土佐清水市・





注) 1.土佐市 2. 春野町 3. 高知市 4. 南国市




522ha は 25.9%が完成した。一方，農村工業導入事業も， 1970年以降，土佐町・土佐山田町
・中村市・馬路村・大豊村・大野見村・日高村・本山町・佐川町・佐賀町・窪川町・香我美町
・宿毛市・安芸市・南国市・野市町・安田町など 17 の行政区， 21 か所， 合計面積 220.9 ha , 
(1 か所平均 10.5 ha) で進み，すでに 9 か所で整備を完了した。その中には高知西南中核工
業団地(宿毛市平田町戸内〉のように， 70.6ha におよぶ大規模なものから，下分工業団地





は総てが土佐湾に面し，高知県域の中部から東部寄りに偏在している(図 4) 。 いま，各行政
区をみると，田野町は安芸郡中部の行政・文化・経済の中心地で，奈半利川河口西岸にあり，
奈半利町とは対向集落を形成している。面積は 7km2，その28.5%が農地であり，農地の 8 割
1 分は田で， 1 年 1 作と 1 年 2 作の普通田がほぼ相半ばしている。畑は 1 割 8 分，畑の 5 分の













成栽培が盛んである。農地の 8 割 7 分は田で，その57.2%は 1 年 1 作の普通田，他は総てが 1




クワは減少した。農地の 8 割 5 分は田で， 1 年 1 作と 1 年 2 作の普通回が相半ばし，特殊田は







からの季節労働者によって続いてきたが，現在はみられなし、。農地の 8 割 5 分は田であり，そ






ど，温暖な気候と長い無霜期間に恵まれ，促成野菜の栽培が盛んで、ある。農地の 7 割 7 分は田
であり，その90.0%は 1 年 1 作の普通田，他は 1 年 2 作の普通田であるが，極わずかの特殊田




(7) 剣山地の三嶺(1，893 m) 付近に発して南西流し，高知平野東部を潤して香美郡吉川村で土佐湾に





8 割 1 分は田であり，その77.1%は 1 年 1 作の普通田， 22.9%は 1 年 2 作の普通田で，特殊田
はない。畑は農地の 1 割 9 分であって，果樹園が58.7%，普通畑が37.9%を占めており，残り
は極わずかの桑園・茶園・その他である。土佐市は面積 92 km2，うち 25.3% が農地である。
仁淀川下流西岸に位置し，波介川流域の高岡平野と周辺山地，および浦ノ内湾の湾口部からな
る。周辺農村は米・イグサのほか， トマト・キュウリの促成栽培，柑橘類・スイカを産し，中
心の高岡は周辺農村の市場町である。農地の 6 割 8 分は田，その61. 7%は 1 年 1 作の普通田，
36.8%は 1 年 2 作の普通田，他は特殊田である。畑は農地の 3 割 2 分で，そのうち最も多いの




は野市町で，吉川村・赤岡町がそれについでいる。これらの 2 町 1 村はし、ずれも太平洋沿岸に
あり，日本海流の影響を受けて，冬も温暖な気候である。さらに，物部川下流左岸の自然堤防
・砂州(浜堤・砂丘地を含む)，扇状地性低地(氾濫原性)，砂礁台地(下位・中位〉など，低
平な地形と豊かな水利に恵まれた位置にある。そして，この 2 町 1 村は非常に小さい行政区で






高知市・土佐市・日高村・佐川町の 8 つである(図 5)。 すなわち，都市的土地利用の卓越地
域は，農地の卓越地域との共通性がある。したがって農地の卓越地域から南国市・春野町を削
除し，日高村・佐川町を加えれば，都市的土地利用の卓越地域となる。各行政区をみると，田
野町は低地・農地の卓越地域でもある。高知県『平成 5年及び平成 6 年の都道府県地価調査結
果~ (以下，地価動向はこの資料による)によれば， 1993'"'"'1994年の田野町域内 4 地点の地価
は， 1 地点で0.1%以下の下降， 3 地点で0.1%以上の上昇が起きた。町域の27.3%が都市的土
地利用であり， うち18. 7%が住宅地，他は総てが公共用地・その他である。
赤岡町も低地・農地の卓越地域であり，高知県下で最も都市的土地利用の比率が高い行政区





注) 1.佐川町 2. 日高村 3. 土佐市 4. 高知市




-農地の卓越地域であり， 1993"'1994年の地価動向は，町域内 6 地点のうち 2 地点で 0.1% 以








械・食品などの工業が立地し，桂浜・五台山は景勝地である。 1945年 7 月 4 日未明，米軍ボー








者 400 余と L 、う被害をうけた。その後は戦災復興都市計画・土地区画整理事業・電車道の拡幅
(幅員 36m) が進行し，住宅地化による急速な市街地拡大と立体化をみた。その結果，都市
的土地利用の25.1%は住宅地である。新市街地における都市的土地利用の基礎条件である，土
地区画整理事業について， 3ha 以上の規模のものを指摘すれば， 1973'""-'1990年の聞に高知潮江
東部で， 62.3 ha を完成した。 1988年からは高知市弥右衛門で 135.3ha に着工し， 1995年現
みかづき
在， 24.0%が完了した。 1990年からは高知市初月で， 45.6 ha に着工し， 1995年現在， 98.0%が
けら
整備を終えた。同じく 3ha 以上の住宅団地造成事業をみれば， 1980'""-'1983年には高知市介良
に，三建不動産株式会社が潮見台ニュータウン， 51.5 ha (1，228 戸， 4 ，912 人)を開発した。
1991年には高知市口細山に，ハザマ環境開発株式会社による担グリーン団地， 18.0 ha (535戸，
2， 140人)が着工され， 1995年現在， 95.0% が完成している。なお，都市的土地利用の 74.9%














た。今日も周辺農村の市場町であり， 1993'""-'1994年の地価動向は町域内 5 地点ともに変動がな




・土佐市の 6 つは低地・農地の卓越地域でもある(図 2) (図 4) 。 また，都市的土地利用の
うち，住宅地の比率が最も高いのは，第 2 次世界大戦以降，本格的な都市計画によって，近代
都市への脱皮をはかった高知市であり，赤岡町は極めて小さい町であるが，住宅地率は高知市




ると L、う行政区は皆無である(図 3) (図 5)0 1993'"'-'1994年の地価動向は，赤岡町・吉川村
・土佐市・日高村・佐川町で変動なし。田野町・野市町・高知市では上昇傾向が認められる。










を山地が占めている。なかでも山地が域内の 9 割 8 分を超すものが 8 行政区， 300 以上の傾斜






















な地形と水利に恵まれ，田が農地の 8 割を超え，林地は極わずかしかなL 、。
(4)都市的土地利用の地域性に関して，その卓越地域は田野町・赤岡町・野市町・吉川村・高
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